
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

　
　本

　一

　巳 

さ
ん
（
池

　峰
）

三
月
二
十
三
日 

逝
去

　
　　

　享
年
七
十
六
才

春風に桜の花びらが舞う中、保育所では紹介式、

小中学校では入学式が挙行されました。

夢と希望に胸を膨らませながら新入生は

新たな学校生活のスタートです！

保育所進級・入所式（４月５日）
新しいお友達が入園しました。
北　歩　（桃組）

小学校入学式（４月９日）
・河村　摩耶
・田中　心陽

中学校入学式（４月10日）
・德本　雄大
・竹株　凜
・大上　咲良
・下垣内　萌乃架

・門川　嶺秀
・戸嶋　悠嗣
・中村　優真

入園・入学おめでとう！

きた

かわ

とく もと ゆう だい かど かわ れい しゅう

と じま ゆう し

なか むら ゆう ま

たけ かぶ りん

おお うえ さ ら

しも がい と ほ の か

むら ま や

た なか こ はる

あゆむ

（敬称略）



　
３
月
８
日（
金
）か
ら
３
月
18
日（
月
）

ま
で
の
７
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
挟
み
、
村
議
会
３
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

が
６
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
が
７
件
、
平
成
31

年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算

が
８
件
、
教
育
長
の
任
命
、
人
権
擁
護

委
員
の
候
補
者
の
推
薦
の
計
24
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り

可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
地
方
自
治
法
第
２
３
４
条
の
３
及
び

同
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
17
の
規
定

に
基
づ
き
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し

な
く
て
も
複
数
年
契
約
の
締
結
が
可
能

と
な
る
も
の
で
す
。

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
も
の
で
す
。

★
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
３
％
に
固
定
さ
れ
て
い
る
災
害

援
護
資
金
の
貸
付
利
息
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
政
策
判
断
に
基
づ
き
、
低
い
利

率
で
の
貸
付
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

被
災
者
の
返
済
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
す
。

★
下
北
山
村
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
手

続
き
の
円
滑
化
の
た
め
、
使
用
料
の
納

付
期
限
の
見
直
し
、
ま
た
、
一
般
人
が

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
場
合
の
料
金
設
定

に
伴
う
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
切
れ
目

な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
経
済
的
支
援

を
含
む
子
育
て
支
援
を
充
実
し
、
若
い

世
代
が
暮
ら
し
た
く
な
る
村
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
に
加
え
、「
幼
児
教
育
の

無
償
化
」
が
予
定
さ
れ
る
た
め
、
先
行

し
て
通
常
保
育
料
を
無
料
と
す
る
も
の

で
す
。

★
下
北
山
村
簡
易
水
道
に
係
る
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
水
道
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
の
変
更
に
よ
る

も
の
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　
９
，
９
９
３
万
円
の
減
額
で
す
。
主

な
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
れ
の
減
額
と
各
事
業
に

お
け
る
村
債
の
減
額
、
歳
出
で
は
各
事

業
の
執
行
残
の
減
額
調
整
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
化
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
整
備
、
村
道
前
鬼

線
の
橋
梁
補
修
、
コ
モ
谷
土
砂
処
分
場

整
備
、防
災
行
政
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備
、

杉
岡
華
邨
記
念
館
整
備
の
繰
越
明
許
に

か
か
る
減
額
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
，
８
５
９
万
円
の
増
額
で
す
。

主
に
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
負

担
金
の
増
額
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
２
１
７
万
円
の
減
額
で
す
。
主
な
内

容
は
医
療
機
械
器
具
購
入
執
行
残
の
減

額
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
池
の
平
ハ
ウ
ス
の
建
物
修
繕
に
伴
う

予
算
の
組
替
え
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
１
９
０
万
円
の
減
額
で
す
。

主
に
、
小
又
川
小
水
力
発
電
所
の
運
営

を
な
ら
コ
ー
プ
に
委
託
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
４
４
４
万
円
の
減
額
で
す
。

主
に
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

減
額
で
す
。

★
平
成
30
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
44
万
円
の
減
額
で
す
。

主
に
、健
康
診
査
委
託
料
の
減
額
で
す
。

★
平
成
31
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
予

算
及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
３

月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
期
間
中
の
６

日
間
審
査
が
行
わ
れ
、
最
終
日
18
日
の

午
後
か
ら
本
会
議
で
委
員
会
の
審
査
報

告
書
を
付
し
て
全
て
可
決
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
25
億
８
，
４
０
０
万
円
。
７
つ

の
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は

５
億
８
，
２
６
２
万
円
。
全
会
計
の
合

計
額
は
31
億
６
，
６
６
２
万
円
で
前
年

比
７
億
７
，
９
４
３
万
円
の
増
額
と
な

下
北
山
村
議
会

３
月
定
例
会
を
開
催

平
成
31
年
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り
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
と
し
て
、
保
小
中

合
同
校
舎
建
設
工
事
に
伴
う
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
と
村
債
の
発
行
が
増
額
と

な
り
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
２
ヶ
年

継
続
事
業
と
し
て
実
施
す
る
保
小
中
合

同
校
舎
の
建
設
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

の
関
連
事
業
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
交
付
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
基
幹
シ
ス

テ
ム
の
導
入
及
び
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替

え
、
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
委
託
、
き
な

り
館
敷
地
整
備
、
大
里
堰
堤
魚
道
改
修

等
を
行
い
ま
す
。

★
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
松
田
洋
一
氏
の
再

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

★
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
大
橋
美
智
雄
氏
の

再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
５
件
の

報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
契
約
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

★
下
北
山
村
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

★
下
北
山
村
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

★
下
北
山
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業

支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定

★
下
北
山
村
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
支
給
要
綱
の
制
定

［
一
般
質
問
］

（
質
問
者
・
・
北
　
德
次
　
議
員
）

【
質
問
】
昭
和
38
年
に
建
設
し
た
前
鬼

橋
を
ダ
ム
湖
か
ら
視
察
す
る
も
大
変
危

険
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。
50
年
余
り
経

過
し
て
い
る
現
在
、
崩
落
の
危
険
を
村

も
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
危
険
事
態
が
生
じ
た
時
は
、
村
の

経
済
的
損
失
は
計
り
知
れ
ず
、
ま
た
人

的
補
償
が
伴
え
ば
大
変
で
あ
り
ま
す
。

早
急
に
国
へ
の
要
望
を
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
、
橋
の
状
態
を
ど
れ

く
ら
い
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

【
答
え
】
産
業
建
設
課
長
　
現
在
、
老

朽
化
対
策
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
、

平
成
26
年
７
月
に
道
路
法
施
行
規
則
が

一
部
改
正
さ
れ
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、

道
路
付
属
物
に
つ
い
て
は
、
５
年
に
一

度
の
点
検
等
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
吉
野
土
木
事

務
所
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
に
点
検
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
点
検
結
果
の
診

断
区
分
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ク
１
か
ら

４
ま
で
あ
り
４
に
な
る
ほ
ど
悪
い
結
果

と
な
り
ま
す
が
、
前
鬼
橋
の
点
検
結
果

で
は
上
部
工
の
一
部
で
ラ
ン
ク
３
が
あ

り
、
下
部
工
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ク
２
で

す
。
上
部
工
の
ラ
ン
ク
３
に
つ
い
て
、

今
後
、
県
の
方
で
補
修
を
行
う
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　
ダ
ム
湖
に
面
し
て
い
ま
す
前
鬼
橋
は
、

非
常
に
施
工
が
困
難
で
あ
り
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
道

１
６
９
号
改
良
促
進
三
村
協
議
会
（
上

北
山
村
・
川
上
村
・
下
北
山
村
）
に
お

い
て
、
前
鬼
橋
を
含
め
た
前
鬼
か
ら
音

枝
間
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
等
に
要
望
活
動
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

【
質
問
】
30
年
経
過
し
た
池
原
ダ
ム
湖

の
水
利
権
の
更
新
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
国
道
周
辺
の
環
境
整

備
助
成
に
つ
い
て
、
国
へ
の
要
望
を
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

【
答
え
】
産
業
建
設
課
長
　
池
原
ダ
ム

の
水
利
権
の
更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
政
報
告
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
平

成
32
年
３
月
に
更
新
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
熊
野
川
流
域
対
策
連
合

会
で
は
、
流
域
全
体
と
し
て
の
要
望
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
、議
会
や
漁
業
組
合
等
と
連
携
、

協
議
し
な
が
ら
要
望
等
の
内
容
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
質
問
】
32
年
に
漁
業
組
合
が
参
加
し

て
、
交
渉
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
理

解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

【
答
え
】
村
長
　
池
原
ダ
ム
水
利
権
の

更
新
に
つ
い
て
は
、
池
原
ダ
ム
水
利
権

を
発
行
し
て
か
ら
60
年
で
２
回
目
に
あ

た
り
ま
す
。
前
回
も
各
種
団
体
の
皆
さ

ん
に
集
ま
っ
て
頂
い
て
、
様
々
な
意
見

や
要
望
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
更

新
か
ら
30
年
間
経
過
し
て
い
ま
す
の

で
、
当
初
想
定
で
き
な
い
よ
う
な
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
団
体

の
ご
意
見
を
聞
き
、
議
会
の
皆
様
と
も

ご
相
談
し
な
が
ら
、
意
見
を
ま
と
め
て

要
望
案
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
西
の
川
に
魚
の
生
息
に
支
障

を
き
た
す
瀬
切
れ
状
態
に
つ
い
て
、
過

去
の
上
流
で
の
林
道
開
設
工
事
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
林
道

工
事
や
山
林
の
施
業
方
針
に
つ
い
て
の

対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

【
答
え
】
産
業
建
設
課
長
　
瀬
切
れ
の

原
因
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
水
量
の
関

係
も
あ
り
ま
す
が
、
土
砂
の
流
入
が
大

き
な
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
上

流
域
で
の
林
道
及
び
作
業
道
の
開
設
工

事
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の

工
事
に
よ
る
土
砂
流
出
や
山
腹
崩
壊
に

よ
る
土
砂
流
出
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
上

流
域
の
コ
モ
谷
に
は
、
平
成
２
年
の
台

風
以
降
に
砂
防
堰
堤
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
土
砂
が
堰
堤
上
部
ま
で
溜

ま
っ
て
お
り
、
台
風
等
の
た
び
に
下
流

域
に
土
砂
が
流
出
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
土
砂
の
撤
去
に

つ
い
て
、
吉
野
土
木
事
務
所
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催
　３月30日・31日の両日、第36回“さくら祭”が開催されました。
　桜は見頃を迎え、１日目は約800人、２日目は約4,000人の
合計約4,800人の方が会場を訪れ、春の訪れを感じながら
催し物などを楽しまれていました。

　３月30日・31日の両日、第36回“さくら祭”が開催されました。
　桜は見頃を迎え、１日目は約800人、２日目は約4,000人の
合計約4,800人の方が会場を訪れ、春の訪れを感じながら
催し物などを楽しまれていました。

川井聖子さんによる歌謡ショー

小芝陽子さんによる
歌謡ショー 清水明日香さんと村治進さんによるライブ

PHAT DANCE STUDIOさんによるダンス

ゆいのらさんによるライブ

マーキィさんによる大道芸

石原耕さんによるバナナの叩き売り

ちんどん通信社による
ちんどんショー

もちまき

グランドゴルフ大会

下北山小学校児童による和太鼓の演奏

第36回さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催第36回回第36回
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さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催
　３月30日・31日の両日、第36回“さくら祭”が開催されました。
　桜は見頃を迎え、１日目は約800人、２日目は約4,000人の
合計約4,800人の方が会場を訪れ、春の訪れを感じながら
催し物などを楽しまれていました。

　３月30日・31日の両日、第36回“さくら祭”が開催されました。
　桜は見頃を迎え、１日目は約800人、２日目は約4,000人の
合計約4,800人の方が会場を訪れ、春の訪れを感じながら
催し物などを楽しまれていました。

川井聖子さんによる歌謡ショー

小芝陽子さんによる
歌謡ショー 清水明日香さんと村治進さんによるライブ

PHAT DANCE STUDIOさんによるダンス

ゆいのらさんによるライブ

マーキィさんによる大道芸

石原耕さんによるバナナの叩き売り

ちんどん通信社による
ちんどんショー

もちまき

グランドゴルフ大会

下北山小学校児童による和太鼓の演奏

第36回さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催さくら祭開催第36回回第36回
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統 一 地 方 選 挙 結 果

開票結果

650人

投票総数 有効投票
630票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

20票
前川きよしげ

125票
川島　実
147票

あらい正吾
358票

《奈良県知事選挙》

641人

投票総数 有効投票
627票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

14票
浦西あつし

122票
森口たかし

155票
国中けんじ

350票

《奈良県議会議員選挙》

 下北山村長・下北山村議会議員選挙
任期満了に伴う下北山村長選挙及び下北山村議会議員選挙が４月21日執行
され、同日、下北山小学校体育館で行われた開票の結果は次のとおりです。

奈良県知事・奈良県議会議員選挙
４月７日に執行されました、奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙の
下北山村開票区の結果は次のとおりです。
投票結果

知  事
県  議 827人 650人

641人
177人
186人

78.60%
77.51%

選挙別 確定有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

投票結果
確　　定
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

816人 742人 74人 90.93%

《下北山村議会議員選挙》

当
当
当
当
当
当
当
当

平　井　　　清
栗　本　武　平
北　　　德　次
辻 之 内　　勇
中　谷　　　宏
山　岡　計　文
和　田　晃　裕
森　岡　　　誠
山　本　　　敏

128
97
83
76
74
73
71
70
68

投票総数
投票の内訳

有効投票

候　補　者　名 得 票 数

無効投票
742 740 2

開票結果
《下北山村長選挙》

当 南　　　正　文
山　岡　昌　幸

516
215

投票総数
投票の内訳

有効投票

候　補　者　名 得 票 数

無効投票
742 731 11
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統 一 地 方 選 挙 結 果

開票結果

650人

投票総数 有効投票
630票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

20票
前川きよしげ

125票
川島　実
147票

あらい正吾
358票

《奈良県知事選挙》

641人

投票総数 有効投票
627票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

14票
浦西あつし

122票
森口たかし

155票
国中けんじ

350票

《奈良県議会議員選挙》

 下北山村長・下北山村議会議員選挙
任期満了に伴う下北山村長選挙及び下北山村議会議員選挙が４月21日執行
され、同日、下北山小学校体育館で行われた開票の結果は次のとおりです。

奈良県知事・奈良県議会議員選挙
４月７日に執行されました、奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙の
下北山村開票区の結果は次のとおりです。
投票結果

知  事
県  議 827人 650人

641人
177人
186人

78.60%
77.51%

選挙別 確定有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

投票結果
確　　定
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

816人 742人 74人 90.93%

《下北山村議会議員選挙》

当
当
当
当
当
当
当
当

平　井　　　清
栗　本　武　平
北　　　德　次
辻 之 内　　勇
中　谷　　　宏
山　岡　計　文
和　田　晃　裕
森　岡　　　誠
山　本　　　敏

128
97
83
76
74
73
71
70
68

投票総数
投票の内訳

有効投票

候　補　者　名 得 票 数

無効投票
742 740 2

開票結果
《下北山村長選挙》

当 南　　　正　文
山　岡　昌　幸

516
215

投票総数
投票の内訳

有効投票

候　補　者　名 得 票 数

無効投票
742 731 11

　
桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
が
楽
し

み
な
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
あ

た
た
か
い
日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ

ろ
び
ま
す
。
５
月
は
皐
月
と
い
い
ま
す

が
、「
皐
」
は
古
語
で
耕
作
と
い
う
意
味

が
あ
る
そ
う
で
す
。
紫
外
線
に
気
を
付

け
な
が
ら
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

◆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
平
成
31
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。
高
齢
者
の
死
因

上
位
を
占
め
る
肺
炎
は
、
季
節
を
問
わ

ず
か
か
り
や
す
い
病
気
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
の
原
因

菌
の
う
ち
約
８
割
に
対
し
、
予
防
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
①
村
内
に
住
所
を
お
く
65
歳
以
上
の

　
方
で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

　
②
平
成
26
年
度
以
前
に
１
回
目
の
接

　
種
を
終
了
し
た
方

【
公
費
助
成
】

　
３
０
０
０
円

　
（
実
質
費
用
６
０
０
０
円
の
う
ち
　

　
　
半
額
助
成
）

【
申
込
期
間
】

　
５
月
７
日（
火
）〜
17
日（
金
）

　※

土
日
除
く

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
実
施
日
時
】

　
６
月
18
日（
火
）
６
月
25
日（
火
）

　
全
て
午
後
２
時
〜
午
後
２
時
30
分

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
先
】
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
電
話

◆
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
は
も
う
お
済
み

で
す
か
？
皆
様
の
受
診
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
健
診
日
時
】

　
５
月
26
日（
日
）
５
月
27
日（
月
）

　※
27
日
月
曜
日
は
午
前
７
時
よ
り
　

　
　
早
朝
健
診
を
実
施
。

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　※
送
迎
あ
り

◆
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
１
名

【
日
　
時
】
５
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室
★
第
１
弾
★

　
大
人
気
企
画
で
す
！
皆
さ
ん
の
大
好

き
な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ

う
。
音
楽
を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が

大
好
き
な
人
、
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
６
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
内
　
容
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

【
講
　
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
下
北
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
　
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど…

な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ヨ
ガ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
、
肩
こ

り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
も
効
果

が
あ
り
、
「
よ
く
眠
れ
る
」
と
の
お
声

も
頂
い
て
い
ま
す
！

【
日
　
時
】
①
５
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
②
６
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

日
程
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
５
０
０
円

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

◆
奈
良
県
歯
科
医
師
会
の
歯
科
医

　
師
に
よ
る
巡
回
歯
科
診
療

　
村
内
在
住
の
方
を
対
象
に
奈
良
県
歯

科
医
師
会
の
医
師
に
よ
る「
巡
回
歯
科

診
療
」を
実
施
い
た
し
ま
す
。日
頃
の
歯

の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

治
療
範
囲
【
ほ
ぼ
可
能
な
治
療
】

・
小
さ
な
む
し
歯
、
歯
周
病
の
治
療
、

　
歯
石
除
去
　
・
金
属
冠
の
作
製
　

・
入
れ
歯
の
作
製
、
修
理
、
調
整
　
　

・
口
腔
内
清
掃
等
　
　

【
状
態
に
よ
り
で
き
な
い
も
の
】

・
抜
歯（
歯
の
状
態
、体
調
、服
薬
に
よ

　
り
）
　
・
歯
の
神
経
の
治
療

【
日
　
時
】
①
５
月
23
日
（
木
）
午
後

　
　
　
　
　
②
５
月
30
日
（
木
）
午
後

　
　
　
　
　
③
６
月
13
日
（
木
）
午
後

　
　
　
　
　
④
７
月
11
日
（
木
）
午
後

【
診
察
時
間
】
完
全
予
約
制
の
た
め
、

お
っ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
（
１
日
10

名
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
　
迎
】
要
相
談

【
対
　
象
】
下
北
山
村
内
在
住
の
住
民

【
治
療
費
】
保
険
の
自
己
負
担
割
合
、

　
治
療
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

【
持
ち
物
】
健
康
保
険
証
　

【
歯
科
医
師
】
吉
野
郡
歯
科
医
師
会

　
（
吉
野
町
）
辻
井 

会
長
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人
事
異
動

人
事
異
動

就任ご挨拶就任ご挨拶 診療所から
こんにちは

　はじめまして、この度、下北山村診療所に赴任した田口 浩之です。妻、そして生まれて
間もない長男と共にこの下北山村に引っ越してきました。桜祭りに秋の大祭などのイベン
トも盛りだくさんで今からワクワクしております。また、バス釣りやゴルフ、キャンプなど、
新しい事にもチャレンジしてみたいと思っております。出身は天理市で、公立小・中学か
ら東大寺学園高校、自治医科大学を経て医師となり現在4年目です。専攻は奈良県立医科大
学の総合診療科と言う、あまり聞き慣れない科に在籍しておりますが、今のところは「総
合的な内科」なのだと思っていただければ大丈夫です。今後、この総合診療科の良いとこ
ろを村の皆様にたくさん発信できれば、と意気込んでおります。今後とも宜しくお願いい
たします。

下北山村診療所

田　口　浩　之

　若
葉
が
美
し
き
候
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　議
会
の
承
認
を
受
け
ま
し

て
、
教
育
長
と
し
て
二
期
目
の

職
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
期

目
は
、
様
子
が
分
か
ら
ず
、
が

む
し
ゃ
ら
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に

ご
迷
惑
や
ご
苦
労
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
反

省
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
ん
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
フ
ォ

ロ
ー
の
お
か
げ
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
海
外
短
期
語
学
留

学
、夏
休
み
中
の
英
会
話
教
室
、

夏
・
冬
の
公
設
塾
の
開
設
、
高

校
生
の
入
寮
者
へ
の
補
助
等
が

実
現
で
き
、
ま
た
「
ぽ
こ
ぽ
ん

図
書
館
」
の
設
立
事
業
に
も
関

係
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
小
・
中
学
校
の
校

長
先
生
方
と
協
議
を
重
ね
連
携

を
深
め
る
中
、
基
礎
学
力
の
定

着
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、

い
じ
め
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
を

進
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　令
和
元
年
度
か
ら
は
、
特
に

保
・
小
・
中
合
同
教
育
の
実
現

に
向
け
て
、
条
件
整
備
に
努
め

な
が
ら
、
I
C
T
教
育
、
遠
隔

教
育
を
熱
心
に
取
り
組
み
、
田

舎
に
住
ん
で
い
て
も
都
会
以
上

の
教
育
環
境
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
一
生

職
人
、
一
生
学
生
」
で
す
。
教

師
と
し
て
一
生
何
か
を
人
に
教

え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
た
め
に

一
生
学
生
の
つ
も
り
で
勉
強
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　齋

　藤

　し
の
ぶ

　［
講
師 

兼
務 

指
導
主
事
］

〈
離

　任
〉

　岸

　本

　実

　加

　

　（
天
理
市
立
柳
本
小
学
校
へ
）

　仲

　
　
　冬

　詩

　

　（
東
吉
野
村
立

　
　
　
　東
吉
野
小
学
校
へ
）

　北

　村

　知

　穂

　

　（
吉
野
町
立
吉
野
小
学
校
へ
）

　久

　保

　
　
　誠

　

　（
下
北
山
村
立

　
　
　下
北
山
村
中
学
校
へ
）

〈
退

　職
〉

　齋

　藤

　し
の
ぶ

　奥

　田

　み
ゆ
き

　久

　保

　眞
由
美

〈
着

　任
〉

　藤

　川

　和

　利
［
校
長
］

　（
斑
鳩
町
立

　
　
　斑
鳩
西
小
学
校
よ
り
）

　朝

　倉

　文

　代

　（
上
北
山
村
立

　
　上
北
山
小
・
中
学
校
よ
り
）

　久

　保

　
　
　誠

　（
下
北
山
村
立

　
　
　下
北
山
小
学
校
よ
り
）

　黒

　
　
　勇

　介

　（
新
規
採
用
）

　　塩

　出

　麻

　未

　（
新
規
採
用
）

　鬼

　頭

　瑞

　季［
栄
養
士
］

　（
新
規
採
用
）

〈
離

　任
〉

　福

　井

　啓

　樹

　

　（
奈
良
市
立

　
　
　
　月
ヶ
瀬
中
学
校
へ
）

　和

　田

　芙
美
佳

　

　（
河
合
町
立

　
　
　河
合
第
一
中
学
校
・

　
　川
上
村
立

　
　
　
　
　川
上
中
学
校
へ
）

　田

　中

　あ
す
か

　

　（
天
理
市
立

　
　天
理
北
夜
間
中
学
校
へ
）

〈
退

　職
〉

　木

　田

　博

　万

〈
就

　任
〉〈
新
規
採
用
〉

　山

　川

　侑

　亮

　（
住
民
課
・
主
事
補
）

　乾

　
　
　裕

　貴

　（
地
域
創
生
推
進
室
・
主
事
補
）

　井

　奥

　海

　斗

　（
産
業
建
設
課
・
主
事
補
）

〈
異
動
・
昇
格
〉

　杉

　岡

　貴

　司

　﹇総
務
課
・
課
長
﹈

　
　（保
健
福
祉
課
よ
り
）

　谷

　口

　英

　雄

　﹇保
健
福
祉
課
・
課
長
﹈

　
　（住
民
課
よ
り
）

　和

　田

　英

　樹

　﹇地
域
創
生
推
進
室
・
室
長
﹈昇
格

　山

　岡

　
　
　綾

　﹇住
民
課
・
課
長
﹈
昇
格

　橋

　詰

　和

　泉

　﹇住
民
課
・
係
長
﹈

　
　（総
務
課
よ
り
）

　平

　尾

　孝

　二

　﹇議
会
事
務
局
・
係
長
﹈昇
格

　
　（住
民
課
よ
り
）

　竹

　本

　知

　昭

　﹇産
業
建
設
課
・
係
長
﹈昇
格

　中

　村

　洋

　章

　﹇保
健
福
祉
課
・
主
査
﹈

　
　（教
育
委
員
会
よ
り
）

　久
保
田

　智

　浩

　﹇教
育
委
員
会
・
主
事
﹈昇
格

　
　（産
業
建
設
課
よ
り
）

　仲

　
　
　怜

　里

　﹇総
務
課
・
主
事
補
﹈

　
　（地
域
創
生
推
進
室
よ
り
）

　森

　岡

　和

　久

　﹇非
常
勤
参
与
﹈

〈
退

　職
〉

　森

　岡

　和

　久

　大

　谷

　安

　久

　南

　
　
　守

　和

〈
着

　任
〉

　廣

　川

　雅

　啓
［
校
長
］

　（
明
日
香
村
立

　
　
　
　聖
徳
中
学
校
よ
り
）

　

仲

　
　
　ふ
み
子

　（
上
北
山
村
立

　
　
　上
北
山
小
学
校
よ
り
）

　

鍵

　谷

　悠

　介

　（
五
條
市
立

　
　
　
　牧
野
小
学
校
よ
り
）

　西

　岡

　
　
　樹

　（
新
規
採
用
）

　

下
垣
内

　希

　帆

　
（
新
規
採
用
）

　

教
育
長
再
任
の
ご
挨
拶

【
小
学
校
】

【
中
学
校
】

【
役

　場
】
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人
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異
動
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間もない長男と共にこの下北山村に引っ越してきました。桜祭りに秋の大祭などのイベン
トも盛りだくさんで今からワクワクしております。また、バス釣りやゴルフ、キャンプなど、
新しい事にもチャレンジしてみたいと思っております。出身は天理市で、公立小・中学か
ら東大寺学園高校、自治医科大学を経て医師となり現在4年目です。専攻は奈良県立医科大
学の総合診療科と言う、あまり聞き慣れない科に在籍しておりますが、今のところは「総
合的な内科」なのだと思っていただければ大丈夫です。今後、この総合診療科の良いとこ
ろを村の皆様にたくさん発信できれば、と意気込んでおります。今後とも宜しくお願いい
たします。

下北山村診療所

田　口　浩　之

　若
葉
が
美
し
き
候
、
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。
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の
承
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、
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目
の
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を
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せ
て
い
た
だ
く
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に

な
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ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
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し
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お
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た
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。
一
期
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は
、
様
子
が
分
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、
が

む
し
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に
取
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組
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で
き
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、
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、
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方
に

ご
迷
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や
ご
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を
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け
す
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た
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と
を
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省
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。
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私
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で
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オ
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ス
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へ
の
海
外
短
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語
学
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学
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休
み
中
の
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会
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教
室
、

夏
・
冬
の
公
設
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の
開
設
、
高

校
生
の
入
寮
者
へ
の
補
助
等
が

実
現
で
き
、
ま
た
「
ぽ
こ
ぽ
ん

図
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館
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の
設
立
事
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に
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関

係
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て
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た
だ
き
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た
。
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、
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・
中
学
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の
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先
生
方
と
協
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連
携

を
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る
中
、
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学
力
の
定

着
、
特
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支
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教
育
の
充
実
、

い
じ
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ゼ
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へ
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取
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み
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進
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さ
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き
ま
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。
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和
元
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教
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の
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、
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に
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な
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、
I
C
T
教
育
、
遠
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教
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を
熱
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取
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、
田

舎
に
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。
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一
生

職
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学
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で
す
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生
何
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を
人
に
教
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れ
る
よ
う
、
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学
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も
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で
勉
強
を
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た
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と
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ま
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立

　
　
　
　東
吉
野
小
学
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町
立
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へ
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　保
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立
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学
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）
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退
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き
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由
美

〈
着
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　利
［
校
長
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立
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鳩
西
小
学
校
よ
り
）
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上
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立
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小
・
中
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よ
り
）
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村
立
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小
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よ
り
）
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新
規
採
用
）
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新
規
採
用
）

　鬼
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　瑞

　季［
栄
養
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］
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新
規
採
用
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奈
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市
立
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ヶ
瀬
中
学
校
へ
）

　和

　田
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佳

　

　（
河
合
町
立

　
　
　河
合
第
一
中
学
校
・

　
　川
上
村
立

　
　
　
　
　川
上
中
学
校
へ
）

　田

　中

　あ
す
か

　

　（
天
理
市
立

　
　天
理
北
夜
間
中
学
校
へ
）

〈
退

　職
〉

　木

　田

　博

　万

〈
就
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新
規
採
用
〉

　山

　川

　侑
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住
民
課
・
主
事
補
）

　乾
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　貴

　（
地
域
創
生
推
進
室
・
主
事
補
）

　井

　奥

　海

　斗

　（
産
業
建
設
課
・
主
事
補
）

〈
異
動
・
昇
格
〉

　杉

　岡

　貴

　司

　﹇総
務
課
・
課
長
﹈

　
　（保
健
福
祉
課
よ
り
）

　谷
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　﹇保
健
福
祉
課
・
課
長
﹈

　
　（住
民
課
よ
り
）
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　樹

　﹇地
域
創
生
推
進
室
・
室
長
﹈昇
格

　山
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・
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長
﹈
昇
格
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　和

　泉

　﹇住
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長
﹈
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課
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）
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会
事
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局
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係
長
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　（住
民
課
よ
り
）

　竹

　本
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　﹇産
業
建
設
課
・
係
長
﹈昇
格

　中

　村

　洋

　章

　﹇保
健
福
祉
課
・
主
査
﹈

　
　（教
育
委
員
会
よ
り
）

　久
保
田

　智

　浩

　﹇教
育
委
員
会
・
主
事
﹈昇
格

　
　（産
業
建
設
課
よ
り
）

　仲

　
　
　怜

　里

　﹇総
務
課
・
主
事
補
﹈

　
　（地
域
創
生
推
進
室
よ
り
）

　森

　岡

　和

　久

　﹇非
常
勤
参
与
﹈

〈
退

　職
〉

　森

　岡

　和

　久

　大

　谷

　安

　久

　南

　
　
　守

　和

〈
着

　任
〉

　廣

　川
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　啓
［
校
長
］
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明
日
香
村
立

　
　
　
　聖
徳
中
学
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よ
り
）

　

仲

　
　
　ふ
み
子
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上
北
山
村
立

　
　
　上
北
山
小
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校
よ
り
）
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　（
五
條
市
立

　
　
　
　牧
野
小
学
校
よ
り
）

　西
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新
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用
）
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内
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）
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拶
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住
民
課
・
国
民
健
康
保
険
係
よ
り

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
で
す
！

　国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入
者
が
税
を

納
め
、
お
互
い
を
助
け
合
う
社
会
保

障
制
度
で
す
。

　そ
ん
な
国
民
健
康
保
険
の
こ
と
を

加
入
者
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き

た
く
、
今
年
３
月
の
保
険
者
証
更
新

時
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
右
図
参
照
）

を
同
封
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は

国
民
健
康
保
険
の
様
々
な
制
度
（
高

額
療
養
費
等
）
や
加
入
者
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
情
報
が
多
数

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
７
月
初
旬
に
今
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
の
算
定
を
行
い
、
納

税
通
知
書
等
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。
保
険
税
は
滞
納
す
る
こ
と
な
く

期
日
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
せ
先

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

（
☎
６―

０
０
０
１
）

交
通
規
制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

　今
ま
で
、
国
道
１
６
９
号
の
上
池
原

交
差
点
か
ら
下
池
原
交
差
点
ま
で
の
間

は
時
速
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
規
制

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
交
通
の

実
態
に
応
じ
た
交
通
規
制
を
実
施
」
と

い
う
観
点
か
ら
規
制
の
見
直
し
が
行
わ

れ
速
度
規
制
が
緩
和
さ
れ
時
速
60
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
の
走
行
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　散
歩
な
ど
で
信
号
機
の
な
い
場
所
で

国
道
を
横
断
さ
れ
る
方
は
今
ま
で
よ
り

も
通
行
車
両
の
速
度
が
速
く
な
る
こ
と

を
頭
に
入
れ
て
十
分
に
安
全
確
認
を
し

て
横
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　ま
た
、
速
度
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
、
緩
和
さ
れ
た
区
間
を
ず
っ

と
時
速
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
見
通
し
の
悪
い
場
所
で

は
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
る
な
ど
し
て
安
全

運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意

　消
費
者
庁
に
お
い
て
、
毎
年
５
月
を

「
消
費
者
月
間
」
と
し
て
消
費
者
問
題

の
被
害
拡
大
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。　先

日
、
村
内
で
も
高
齢
者
の
世
帯
に

注
文
も
し
て
い
な
い
商
品
（
漬
物
や
缶

詰
）
が
代
金
引
換
郵
便
で
送
り
つ
け
ら

れ
て
、
不
必
要
な
も
の
を
買
わ
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
悪
質
商
法
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は
、
常
温
で

保
存
で
き
る
よ
う
な
賞
味
期
限
が
長
い

漬
物
や
缶
詰
な
ど
の
受
け
取
り
を
拒
否

さ
れ
て
も
使
い
ま
わ
し
が
で
き
る
よ
う

な
も
の
ば
か
り
で
、
ス
ー
パ
ー
で
買
う

価
格
の
３
倍
く
ら
い
の
代
金
を
支
払
い

さ
れ
る
と
い
う
被
害
で
し
た
。

　被
害
者
の
方
は
、
そ
の
品
物
を
孫
か

ら
の
届
け
物
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
代

金
を
支
払
っ
た
よ
う
で
す
が
、
悪
質
な

業
者
は
そ
の
「
勘
違
い
」
を
狙
っ
て
い

る
の
で
す
。

　も
し
、
ご
自
身
で
注
文
し
て
い
な
い

商
品
が
代
金
引
換
で
配
送
さ
れ
て
き
た

ら
、
お
金
を
支
払
う
前
に
家
族
全
員
に

確
認
を
取
っ
て
身
に
覚
え
の
な
い
注
文

で
あ
れ
ば
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
も
ご
注
意

　日
本
全
国
で
去
年
１
年
間
に
３
５
６

億
円
も
の
お
金
が
騙
し
取
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
１
年
間
を
通
し
て
ず
っ
と

毎
日
約
１
億
円
ず
つ
騙
し
取
ら
れ
て
い

る
計
算
に
な
ま
す
。

犯
人
は
、
手
を
変
え
品
を
変
え
、
い
ろ

ん
な
口
実
を
考
え
て
お
金
を
騙
し
取
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

元
号
が
変
わ
る
「
改
元
」
を
口
実
と
し

た
騙
し
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　騙
さ
れ
て
相
手
の
手
に
渡
っ
て
し

ま
っ
た
お
金
は
絶
対
に
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。

駐在さん通信駐在さん通信

　相
手
方
は
お
金
の
受
け
渡
し
を
急
か

せ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
家

族
や
警
察
に
相
談
さ
せ
な
い
た
め
な
の

で
す
。

　お
金
の
工
面
を
依
頼
す
る
よ
う
な
電

話
を
受
け
た
ら
、
詐
欺
だ
と
疑
っ
て
か

か
っ
て
、
ま
ず
は
家
族
や
駐
在
所
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
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５
月
３
日
は

憲
法
記
念
日
だ

が
つ

大
切
な
も
の
が

３
つ
あ
る
ん
だ
ね

人
権
は

す
べ
て
の

　
人
に

あ
る
ん

　
だ
ね

憲
法
で
も

保
障
さ
れ
て

い
る
ん
だ

み
ん
な
で

し
っ
か
り

守
り
た
い
ね

生
き
る

　
　
こ
と
の

基
本

　な
ん
だ

３
大
原
則

　
　
　だ
よ

た
い

だ
い
げ
ん
そ
く

せ
つ

じ
ん

ひ
と

いき
ほ
ん

け
ん

け
ん
ぽ
う

ほま
も

し
ょ
う

け
ん
ぽ
う
き
ね
ん
び

か

今月号の協力隊のつぶやきは
小野が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その74

　こんにちは、はるみです。協力隊活動も最終年度の３年目となりました。任期終了後も村で
の暮らしを続けていけるように、サポートきなりの活動と並行して、個人の生業作りにも注力
させて戴いています。昨年夏にオープンした宿に引き続き、今年度は、村の材を使い自分たち
で建物を建て、小さなカフェを開きたいなと奮闘しているところです。お茶摘み、田植え、カフェ
作り・・・体が２つも３つも欲しいような大忙しの５月です。
　さてさて、この場をお借りして、６月に行われる大きな催しのお知らせをさせて下さい。回
覧等を通してご存知の方も多いかと思いますが、６月２日（日）、北山村のおくとろ公園で「北
山三村フェスタ」なるイベントが行われます。歴史・文化的な繋がりの強い北山三村（北山村、
上北山村、下北山村）が連携し、「いつまでも元気な村を！」を合言葉に企画される初開催の
催しです。北山三村や周辺地域の美味しい食べ物屋台の出店、土曜朝市をはじめ各村の特産品
販売、ぽこぽん図書館の出張絵本読み聞かせ、北山三村の歴史を学ぶ写真展示や歴史語りコー
ナー、フリーマーケットなどなど、盛りだくさんの内容です。地元バ
ンドによる生演奏もお楽しみに！子どもさんから、ご高齢の方までみ
んなで楽しめる内容を考えています。村からの送迎バスも出ますので、
皆様お誘い合わせの上、ぜひぜひ遊びにお越しください（次年度の開
催地は下北山村の予定です）。下北山のみなさんの元気が集まり、北
山三村フェスタが盛り上がることを楽しみにしています！

　下北山村の皆様はじめまして。

　４月より地域おこし協力隊として大阪

から来ました、キャンプ場で勤務してい

る岩壁快樹（22）です。

　幼少の頃よりの夢であった田舎暮らし

が叶っており、感無量でございます。

　まだまだ未熟で右も左もわからない私

ですが、温かい村の方々に支えられ何とか暮らしていくことができ

ております。

　下北山村を盛り上げられるよう精進いたしますので何卒よろしく

お願い申し上げます。

新協力隊紹介　岩 壁 快 樹 隊員
いわ かべ よし き
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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前年同月比
（－
（－
（－
（－

11）
2）
9）
　6）

人　口
男
女
世帯数

909人
419人
490人
567戸

先月比
1）
1）
2）
0）

（－
（＋
（－
（±

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

　
　本

　一

　巳 

さ
ん
（
池

　峰
）

三
月
二
十
三
日 

逝
去

　
　　

　享
年
七
十
六
才

春風に桜の花びらが舞う中、保育所では紹介式、

小中学校では入学式が挙行されました。

夢と希望に胸を膨らませながら新入生は

新たな学校生活のスタートです！

保育所進級・入所式（４月５日）
新しいお友達が入園しました。
北　歩　（桃組）

小学校入学式（４月９日）
・河村　摩耶
・田中　心陽

中学校入学式（４月10日）
・德本　雄大
・竹株　凜
・大上　咲良
・下垣内　萌乃架

・門川　嶺秀
・戸嶋　悠嗣
・中村　優真

入園・入学おめでとう！

きた

かわ

とく もと ゆう だい かど かわ れい しゅう

と じま ゆう し

なか むら ゆう ま

たけ かぶ りん

おお うえ さ ら

しも がい と ほ の か

むら ま や

た なか こ はる

あゆむ

（敬称略）
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